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経済産業省関連の支援事例① （研究開発）

～地域イノベーション創出開発事業～

※平成２０年度採択案件

愛媛大学・井関農機㈱・産総研四国センター等が共同で実
施する「太陽光利用型知的植物工場システム実験設備」の
研究に対する委託費。

〔主な研究〕
１）各種ＳＰA 技術の実用規模への適用
２）自律走行ロボットの開発(工場内自律走行）
３）自走式植物生育診断装置の開発
４）植物生育診断情報に基づく環境制御システムの開発
５）果実の経時的品質評価システムの開発（近赤外線分光
法による糖度他成分情報予測）

῏ ῐ 21 65.1

₀ ‗ ‍ ᾿ ‚⁭⁴
” ₀ ⁴‍‼᾿ ”≥₴╒₰₀ ‚ ‹

⁸ ‍ ‚⁭⁴ ” ₀  ⁴῀
║
║ „

実施体制

║
║ ‖



～植物機能を活用した高度モノ作り基盤技術開発～
－植物利用高付加価値物質製造基盤技術開発

閉鎖型人工環境下（植物工場）での組換え植物栽培システムの構築

背丈を低くする

＋

閉鎖型施設による栽培
に適した植物の作出

成長に
適した光源

栽培
抽出・精製

出荷

植物工場

遺伝子組換え
植物用の
閉鎖型栽培
施設 の開発

医薬品原料等を生産する
遺伝子組換え植物の作出

（イチゴ、ジャガイモ等）

遺伝子拡散
防止

実施期間：平成１８～２２年度
平成２１年度概算要求額：１０．４億円

ワクチン、医薬
品原料等高付
加価値物質生

産の実現

・光環境
・湿度、CO2、気流等制御
・遺伝子拡散防止等

経済産業省関連の支援事例② （研究開発）
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中国地域クラスター産業フォーラムhttp://www.ciicz.jp/clusterhp/activity/press080819c.html

・平成１９年度、平成２０年度に植物工場関連のフォーラムを実施。
・中国地域において植物工場を普及させるとともに、オランダをはじめグローバルに展開可能な環境対応型
植物工場の開発をねらうことを目的に、平成２０年度「植物工場」研究会を設置。第１回開催は１０月２９日。
本事業は、JETROの地域間交流支援（RIT）事業を活用。

平成２０年度植物工場研
究交流会の様子

首都圏バイオネットワークhttp://www.kazusabio.net/report/report28.html

・首都圏バイオネットワークの拠点組織である「かずさバイオベンチャー
ネットワーク」）が平成１９年度第１回ちばバイオクラスター交流会にて植
物工場関連の講演を実施。

交流会の様子

北海道バイオ産業成長戦略 http://www.aist.go.jp/aist_j/aistinfo/annual/2008/highlight_p12/highlight_p12.html

・北海道のバイオ産業クラスターの活動の一環として、産総研の北海道センターは、
2004年4月にバイオテクノロジーを集中的に研究する拠点として「ゲノムファクトリー
研究部門」を設立し、技術開発を通して、地域の産業界との交流を進めている。

産総研：植物工場

経済産業省関連の支援事例③ （研究開発・普及交流会）

産業クラスター計画とは：
各地域で企業・大学等が広域的なネットワークを形成し、知的資源等の相互活用により、イノベーションを加速し、新産業・新事業の創出を目指

す。（全国で１８プロジェクトを展開し、全国で世界市場を目指す中堅・中小企業１０,７００社、連携する大学（高専を含む）約２９０大学、
公設試９６、産業支援機関４０４、金融関係機関２２７、商社９８等が広域的な人的ネットワークを形成。）

～産業クラスター計画の推進～ 21 12.0

http://www.ciicz.jp/clusterhp/activity/press080819c.html
http://www.kazusabio.net/report/report28.html
http://www.kazusabio.net/report/report28.html
http://www.kazusabio.net/report/report28.html
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経済産業省関連の支援事例④ （事業者支援）
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～農商工等連携事業計画の認定～
（農商工等連携促進法）

農林漁業者と中小企業者が共同で行う新たな商品や
サービスの開発等を国が認定し、補助金、政府系金融機
関による低利融資、信用保証の特例等支援を行う。
（平成20 年７月法施行・９月第１回認定）

ҍ ῎ ῎ ᵀ›̝ ֻ̝
Ͻ ҍ Ẏἶ Ẏἶ ᷂Ḣ ӓר ˗ҵᾯ



5

植物工場による野菜の生産・販売

農業組合法人 ハイテクファーム（福井県越前市）

連携団体 キューピー㈱

取組概要

■キューピー（株）の開発した、完全制御型の植物工場ＴＳファーム（三角
パ ネル〈Triangle Panel〉と噴霧水耕栽培〈Spray Culture〉の頭文字
から命名）を導入。無農薬で清浄なサラダ菜、リーフレタス、フリルアイスレ
タスを通年生産している。
■通年生産ができることから主にスーパー及び業務用として契約取引で
卸しており、販売先についてもキューピー（株）の営業所と連携している。

■キューピー（株）とこのシステムで対応可能な農産物の開発に取り組ん
でいる。
■農産物のトレーサビリティ対応が可能であり、販売店の信頼を得ている。

地域経済への効果等

平成5 年度 平成18 年度
売上額ééééééééé 約3,200万円 Ÿ 約6,500万円
雇用者ééééééééé ５人 Ÿ １２人
取引業者の増加ééééé ６社 Ÿ １４社

やまと興業（株）（静岡県浜松市）

連携団体 つぼい工業（株）、（有）ヤママツ鈴木農園、（株）浜中、
静岡大学農学部

取組概要

地域経済への効果等

高輝度ＬＥＤによる花芽類の花芽誘導装置の開発

及び花芽の普及

■やまと興業は、LEDを活用した花芽の成長を誘導する装置を開発。その
結果、花芽の通年栽培（通常栽培では春先の年１回のみ）が可能となった。
■ＬＥＤの光源体、植物育成装置、装置内の温度管理及び空調装置など
の開発を「製造業者」が担当、植物の苗の提供、花芽の栽培や育成
状況の評価などを「農業生産者」が担当し、花芽の販売、市場開拓を野
菜・果物の「卸売業者」が担当するなど地域内での連携体制を構築すると
ともに、事業化を推進している。
■ 当初、製造業と農業では経営に対する考え方や商習慣が壁となってい
たが、地元栽培農家の熱意、技術的な指導協力を行った静岡大学農学部
等の多数の協力により本事業が実現した。

売上額ééééééé８３０万円（平成18年度～平成19年度〈見込み〉）
本連携に係る雇用者数é １９人
取引先事業者数éééé １２社
●今後はイチゴ、トマト、メロン等の果実や花菜類、蘭等の高級花卉類のほか、
家畜や魚介類の育成制御 への展開が見込まれる。

（参考１）「農商工連携８８選」の認定 （農商工連携先進事例の紹介）
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